
                                                    

                        2 5 日 機 輸 総 企 第 26 5 号  

平 成 26 年 2 月 1 2 日  

 

組 合 員 各 位   

                                             日 本 機 械 輸 出 組 合  

                                            専 務 理 事  倉 持  治 彦  

                                                                                                   

J M C 海 外 危 機 管 理 セ ミ ナ ー の 開 催 に つ い て  

～ ハ イ リ ス ク 地 域 の 海 外 危 機 管 理 強 化 ～  

                                    

 平 素 よ り 組 合 員 の 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な っ て お り ま す 。  

 昨 年 は 1 月 に ア ル ジ ェ リ ア 人 質 事 件 、さ ら に 9 月 に は ケ ニ ア・ナ イ ロ ビ の

商 業 施 設 へ の 襲 撃 事 件 な ど が 発 生 し 、 中 東 ・ ア フ リ カ な ど に 進 出 さ れ て い

る 組 合 員 企 業 の 皆 様 は 、 安 全 対 策 に 苦 慮 さ れ て い る も の と 思 わ れ ま す 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 組 合 員 企 業 の ハ イ リ ス ク 地 域 進 出 の 安 全 対 策

の ご 参 考 と し て 頂 く た め 、 当 組 合 が 「 JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス 」 業

務 を 委 託 し て い る 安 全 サ ポ ー ト ㈱ の 協 力 を 得 て 、 下 記 の セ ミ ナ ー を 開 催 い

た し ま す 。  

海 外 危 機 管 理 対 策 を 充 実 し た い と い う 組 合 員 企 業 の 海 外 人 事 ・ 海 外 危 機

管 理 担 当 部 門 の 方 は 、 是 非 ご 参 加 下 さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 な お 、 ご 本 人 様 の ご 都 合 が つ か な い 場 合 や 担 当 部 署 で な い 場 合 に は 、 代

理 の 方 、 あ る い は 海 外 危 機 担 当 部 署 の 方 に ご 出 席 頂 け れ ば 幸 い で す 。  

 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

              記  

 

Ⅰ ． 日 時  平 成 ２ ６ 年 ３ 月 ５ 日 （ 水 ） １ ４ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ３ ０  

 

Ⅱ ． 場 所  日 本 機 械 輸 出 組 合  第 一 会 議 室  

東 京 都 港 区 芝 公 園 3 丁 目 5 番 8 号 （ 機 械 振 興 会 館 ４ 階 ）       

       ア ク セ ス (下 記 UR L の 地 図 参 照 ) 

h t t p : / / w w w . j m c t i . o r g / j m c h o m e p a g e / s h o u k a i / s h o z a i c h i / i n d e x . h t m  

     

Ⅲ ． 内 容   

 

１ ． ハ イ リ ス ク 地 域 の 海 外 安 全 対 策          １ ４ ： ０ ０ ～ １ ５ ： ２ ５  

～ ア ル ジ ェ リ ア 人 質 事 件 に 対 す る 欧 米 先 進 企 業 ST A T O I L 社 の 報 告 書  

を 踏 ま え て 海 外 安 全 対 策 の 留 意 点 を 考 え る ～  

( 1 )安 全 対 策 は 情 報 収 集 か ら  

( 2 )状 況 の 変 化 に 対 応 す る  

( 3 )取 り 組 む べ き 課 題 は な に か  

 

講 師  公 益 財 団 法 人  公 共 政 策 調 査 会  第 2 研 究 室 長  河 本 志 朗 氏  

（ 別 添 プ ロ フ ィ ー ル 参 照 ）  

 

 

 

 

http://www.jmcti.org/jmchomepage/shoukai/shozaichi/index.htm


２ ． 中 東 ・ 北 ア フ リ カ の 最 新 情 勢 と 危 機 管 理  １ ５ ： ３ ５ ～ １ ７ ： ０ ０  

( 1 )「 ア ラ ブ の 春 」 と 、 中 東 ・ 北 ア フ リ カ の 現 実 : 民 衆 運 動 の 本 態  

( 2 )地 域 が 抱 え る 諸 問 題 : 危 機 管 理 の 観 点 か ら   

( 3 )ジ ハ ー デ ィ ス ト の 拡 散 と 脅 威 の 増 大 : 過 激 主 義 勢 力 の 新 天 地 出 現   

( 4 )グ ロ ー バ ル ・ ジ ハ ー ド と テ ロ へ の 備 え   

( 5 )日 本 と し て 考 慮 す べ き リ ス ク   

講 師  一 般 財 団 法 人  日 本 エ ネ ル ギ ー 経 済 研 究 所  常 務 理 事   

中 東 研 究 セ ン タ ー 長   田 中  浩 一 郎 氏 （ 別 添 プ ロ フ ィ ー ル 参 照 ）  

 

３ .質 疑 応 答                １ ７ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ３ ０  

 

【 定 員 】 ５ ０ 名 （ 先 着 順 ）   

【 参 加 費 】 組 合 員 限 定 ・ 無 料   

                                                                    

お 申 込 み は 、お 手 数 で す が 、当 組 合 Ｈ Ｐ の「 セ ミ ナ ー ご 案 内 」(下 記 UR L )

か ら お 願 い い た し ま す 。 恐 縮 で す が 、 平 成 ２ ６ 年 ２ 月 ２ ８ 日 (金 )ま で に お

申 し 込 み 頂 け れ ば 幸 い で す 。  

（ ht t p : / / w w w . j m c t i . o r g / j m c h o m e p a g e / s e m m i n a r / i n d e x . h t m # k i k i k a n r i）  

H P か ら の 申 込 が 難 し い 方 は 、 E メ ー ル （ yo k o z e k i @ j m c t i . o r . j p）  

ま た は Fa x ( 0 3 - 3 4 3 6 - 6 4 5 5 )で お 願 い い た し ま す 。  

＊ 参 加 費 は 無 料 で す 。  

・受 講 券 等 は お 送 り し ま せ ん の で 、当 日 、会 場 受 付 で 名 刺 を ご 提 出 下 さ い 。  

・ 定 員 に な り 次 第 、 恐 縮 で す が 締 め 切 ら せ て い た だ き ま す 。  

 

本 案 内 は 、 下 記 の 方 々 に 送 付 し て お り ま す 。  

◇ JM C 海 外 安 全 サ ポ ー ト サ ー ビ ス の 窓 口 ご 担 当 登 録 者 様 、JM C 海 外 安 全 情 報  

 の メ ー ル 配 信 先  

◇ JM C の 窓 口 ご 担 当 者 様 、 プ ラ ン ト 輸 出 総 合 対 策 委 員 会 、 機 械 産 業 国 際 競

争 力 委 員 会 、 国 際 通 商 投 資 委 員 会 、 エ マ ー ジ ン グ 市 場 委 員 会 委 員 の 皆 様  

 

本 件 問 合 せ 先 ：  

総 務 企 画 グ ル ー プ  横 関 、 橋 本 （ Te l . 0 3 - 3 4 3 1 - 9 5 6 0  F a x  0 3 - 3 4 3 6 - 6 4 5 5）  

         

■ ■ FA X 回 答 フ ォ ー ム ■ ■  

（ 可 能 な 限 り ホ ー ム ペ ー ジ ht t p : / / w w w . j m c t i . o r g  

で の 回 答 を お 願 い い た し ま す 。）  

日 本 機 械 輸 出 組 合 総 務 企 画 グ ル ー プ 宛   

T e l . 0 3 - 3 4 3 1 - 9 5 6 0  F a x . 0 3－ 3 4 3 6 - 6 4 5 5  

 

○ 3 月 5 日 の JM C 組 合 員 向 け 『 海 外 危 機 管 理 セ ミ ナ ー 』 に 参 加 し ま す 。  

（ な お 、 参 加 申 込 後 に 参 加 で き な く な っ た 場 合 に は 、 至 急 、 そ の 旨 を ご 連

絡 下 さ い ）  

会 社 名 ：  

所 属 ・ 役 職 名 ：  

氏 名 ：  

T e l .                 F a x .  

E メ ー ル ：  

  

http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm#kikikanri
mailto:yokozeki@jmcti.or.jp
http://www.jmcti.org/


【 講 師 プ ロ フ ィ ー ル 】    

河 本  志 朗 （ カ ワ モ ト  シ ロ ウ ）  

公 益 財 団 法 人 公 共 政 策 調 査 会  第 2 研 究 室 長    

  

 □ 山 口 県 警 か ら 外 務 省 出 向 、警 察 庁 警 備 局 勤 務 を 経 て 平 成 9 年 か ら 現 職 。 

 □ 文 部 科 学 省  科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会 専 門 委 員 （ 安 全 ・ 安 心 科 学 技 術 委  

員 会 ） 平 成 23 年 2 月 ～  

内 閣 官 房「 日 本 の テ ロ 対 策 の 在 り 方 に つ い て 研 究 会 」委 員（ 平 成 17 年  

～ 1 8 年 ）  

 □ 国 際 テ ロ 対 策 等 に 関 し 著 作 、 論 文 、 調 査 研 究 報 告 書 な ど 多 数 。  

主 な も の は 下 記 の と お り 。  

  「 テ ロ 対 策 入 門 」（ 亜 紀 書 房  平 成 18 年  共 著「 第 4 章  テ ロ 対 策 と し て  

の 法 執 行 活 動 」 を 執 筆 ）  

「 ボ ス ト ン 爆 弾 テ ロ と 多 数 傷 病 者 事 案 対 応 ～ 計 画 、 訓 練 、 他 機 関 連 携

で 救 っ た 命 」（『 治 安 フ ォ ー ラ ム 』 平 成 25 年 12 月 号 、 立 花 書 房 ）  

「 米 国 の ホ ー ム グ ロ ウ ン ・ テ ロ 対 策 － 過 激 化 防 止 に 向 け た 戦 略 の 策 定

－ 」（『 国 際 情 勢 紀 要 』第 82 号 、財 団 法 人 世 界 政 経 調 査 会  国 際 情 勢  

研 究 所 、 平 成 24 年 2 月 ）  

「 日 本 の テ ロ 対 策 ～ そ の 現 状 と 今 後 の 課 題 」  

（『 防 衛 法 研 究 』 第 34 号 、 防 衛 法 学 会  平 成 22 年 10 月 ）  

□ 最 近 の テ レ ビ 出 演  

「 ボ ス ト ン ・ テ ロ 事 件 ス タ ジ オ 解 説 」 NH K、 テ レ ビ 朝 日 、 東 京 FM 等  

「 ア ル ジ ェ リ ア 人 質 事 件 ス タ ジ オ 解 説 」 フ ジ テ レ ビ 、 日 経 CN B C、 テ レ

ビ 朝 日 、 東 京 FM 等  

□ 最 近 の 新 聞 、 雑 誌 投 稿 及 び イ ン タ ビ ュ ー 記 事  

 「 海 外 に お け る テ ロ と 企 業 の 対 策（ 講 演 録 ）」（ 日 本 機 械 輸 出 組 合『 JM C

ジ ャ ー ナ ル 』 20 1 3 年 7 月 号 ）  

「 危 機 管 理 に『 魔 法 の 杖 』は 無 い 、ア ル ジ ェ リ ア 人 質 事 件 の 考 察 」（『 リ

ス ク 対 策 ド ッ ト コ ム 』 平 成 25 年 3 月 2 5 日 号 、 新 建 新 聞 社 ）  

 「 ア ル ジ ェ リ ア の 教 訓 」（ 朝 日 新 聞 『 耕 論 』 平 成 25 年 1 月 2 6 日 ）  

「 テ ロ 頻 発 、 終 わ り な き 対 策 」（ 日 本 経 済 新 聞 、 紙 上 座 談 会 、 平 成 25

年 1 月 2 1 日 ）  

 

田 中  浩 一 郎  (タ ナ カ  コ ウ イ チ ロ ウ )  

一 般 財 団 法 人  日 本 エ ネ ル ギ ー 経 済 研 究 所  常 務 理 事   

中 東 研 究 セ ン タ ー 長  

 

□ 東 京 外 国 語 大 学 外 国 語 学 部 ペ ル シ ア 語 学 科 卒 業 、 同 大 学 院 ア ジ

ア 第 ２ 言 語 修 了 。 2 0 0 8 年 か ら （ 財 ） 日 本 エ ネ ル ギ ー 経 済 研 究 所  

理 事  兼  中 東 研 究 セ ン タ ー 長 。 2 0 1 2 年 か ら 現 職  

□「 在 留 邦 人 及 び 在 外 日 本 企 業 の 保 護 の 在 り 方 等 に 関 す る 有 識 者 懇 談 会 」

メ ン バ ー 、 第 18 3 回 国 会  安 全 保 障 委 員 会  参 考 人 。  

□ 専 門 分 野  

現 代 イ ラ ン の 政 治 情 勢  及 び  現 代 ア フ ガ ニ ス タ ン 情 勢  

□ 主 な 論 文 、 著 書  

・ 日 本 再 建 イ ニ シ ア チ ブ 『 日 本 最 悪 の シ ナ リ オ  9 つ の 死 角 』「 エ ネ ル ギ

ー 危 機 」 執 筆 （ 新 潮 社 、 20 1 3 . 3）  

・「 緊 迫 イ ラ ン  制 裁 偏 重 は 危 険 」『 WE D G E』（ 株 式 会 社 ウ ェ ッ ジ 、 20 1 2 . 3） 



・「 春 ま だ 遠 き ア ラ ブ  民 主 化 の 実 態 は ま だ ら 模 様 」『 WE D G E』  

（ 株 式 会 社 ウ ェ ッ ジ 、 20 1 1 . 8）  

・ 総 合 研 究 開 発 機 構 他 編 『 ア フ ガ ニ ス タ ン ： 和 平 と 復 興 へ の 挑 戦 』 第

３ 章 、 第 ５ 章 （ 日 本 経 済 評 論 社 、 2 0 0 4 . 3） な ど 多 数  

□ 講 演 歴  

・ 「 変 貌 を 遂 げ る 中 東 ・ 北 ア フ リ カ 情 勢 ～ 日 本 の 関 心 と 危 機 管 理 ～ 」 

（ 第 ３ 回 エ ン ジ ョ イ セ ミ ナ ー ～ 中 東 、 リ ス ク へ の 対 応 ～ 、

2 0 1 3 . 1 2 . 4）  

・ 『 イ ラ ン 核 開 発 問 題 の 現 状 と わ が 国 へ の 影 響 』  

（ 日 本 安 全 保 障 貿 易 学 会 第 1 3 回 大 会 、 2 0 1 2 . 0 3 . 2 4）  

・ 『 イ ラ ン の 核 開 発 と そ の 波 紋 』  

（ 日 本 工 業 倶 楽 部 主 催 木 曜 講 演 会 、 2 0 1 2 . 0 3 . 0 8）  

・ 『 イ ラ ン を め ぐ る 地 政 学 と 国 際 情 勢 』  

（ 日 本 経 団 連 ・ 日 本 イ ラ ン 経 済 委 員 会 勉 強 会 、 2 0 1 1 . 1 2 . 0 7）  

・ 『 中 東 ・ 北 ア フ リ カ の 政 治 変 動 ： エ ネ ル ギ ー 情 勢 へ の 影 響 』  

（ 中 日 新 聞 社 主 催 第 3 4 0 回 中 日 懇 話 会 、 2 0 1 1 . 0 7 . 2 7）  

   な ど 多 数  

 

      以 上  
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